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フ
ラ
ン
ス
事
後
的
違
憲
審
査
制
の
手
続
的
諸
問
題

　

一　

国
民
議
会
第
二
読
会
で
の
論
議

　

二　

国
民
議
会
第
二
読
会
で
修
正
さ
れ
た
法
律
案

第
四
章　

組
織
法
律
に
関
す
る
憲
法
院
判
決
と
制
定
後
の
事
後
審
査
の
動
向

　

一　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
日
憲
法
院
判
決

　

二　

二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
組
織
法
律
施
行
後
に
お
け
る
事
後
審
査
の
動
向

む　

す　

び

は
じ
め
に

　

フ
ラ
ン
ス
は
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
に
よ
り
、
事
後
的
違
憲
審
査
制
を
導
入
し
た）

1
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
発
効
前
の
法
律
の

事
前
審
査
と
合
わ
せ
て
、
既
に
発
効
し
て
い
る
法
律
に
関
す
る
事
後
審
査
を
同
じ
憲
法
院
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
事
後
審
査
制
を
規
定
し

た
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
し
て
は
、
そ
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
に
よ
っ
て
具
体
的
な
手
続
が
定
め
ら
れ
た
。
市
民
に
よ
っ
て
通
常
裁
判

所
に
提
起
さ
れ
た
憲
法
問
題
は
、﹁
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
か
ら
の
移
送
﹂
に
よ
っ
て
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

憲
法
改
正
の
議
会
審
議
で
は
、
憲
法
院
に
事
後
審
査
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
、
ド
イ
ツ
の
連
邦

憲
法
裁
判
所
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
と
の
比
較
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た）

2
（

。
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
五
八
年
憲
法
に
よ
り
事
前
的
違

憲
審
査
制
を
採
用
し
て
い
る
。
違
憲
審
査
制
度
の
類
型
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
は
、
日
本
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
具
体

的
審
査
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
抽
象
的
審
査
に
属
し
て
い
る
が
、
一
九
五
八
年
当
初
、
抽
象
的
審
査
の

代
表
的
な
ド
イ
ツ
の
違
憲
審
査
制
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
制
度
は
、
立
法
制
定
過
程
の
中
で
事
前
に
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
事
後
に
個
人
が

二
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直
接
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
提
訴
す
る
憲
法
異
議
や
、
裁
判
所
や
政
治
的
機
関
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
憲
法
問
題
の
判
断
を

求
め
る
規
範
統
制
と
も
異
な
り
、
独
自
の
制
度
を
貫
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

憲
法
院
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た
事
後
審
査
制
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
憲
法
異
議
と
も
、
個
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
対
し
て
直
接

に
提
訴
で
き
る
仕
組
み
と
も
異
な
る）

3
（

。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
審
署
後
の
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
す
る
の
は
、
裁
判
所
で
も
政
治

的
機
関
で
も
な
く
、
市
民
で
あ
る
が
、
憲
法
院
へ
の
移
送
を
決
め
る
の
は
裁
判
所
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
改
正
の
審
議
で
は
反
対
意
見
も
あ

っ
た
が
、
憲
法
院
が
審
査
で
き
る
対
象
の
法
律
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
憲
法
院
は
全
て
の
法
律
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
た）

4
（

。

　

こ
の
憲
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
憲
法
六
一
条
の
一
を
実
効
さ
せ
る
に
は
、
同
条
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
の
制
定
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
憲
法
改
正
の
翌
年
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
四
日
に
、
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
は
、
議
会
で
可
決
・

成
立
し
、
後
述
の
通
り
、
同
年
一
二
月
三
日
に
憲
法
院
に
よ
り
合
憲
判
決
を
受
け
た）

5
（

。
そ
の
後
、
同
組
織
法
律
は
、
こ
の
判
決
を
受
け
、
若

干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
後
に
制
定
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
破
毀
院
ま
た
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
か
ら
憲
法
院
へ
の
移
送
手
続
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
の
か
、
憲

法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
の
制
定
経
緯
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
次
に
、
市
民
の
提
訴
に
基
づ
く

初
め
て
の
憲
法
院
判
決
を
端
緒
に
手
続
上
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
、
む
す
び
と
し
て
、
事
後
審
査
制
の
行
方
に
つ
い
て
触
れ
る
こ

と
と
し
た
い
。
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フ
ラ
ン
ス
事
後
的
違
憲
審
査
制
の
手
続
的
諸
問
題

第
一
章　

国
民
議
会
第
一
読
会
に
お
け
る
審
議
過
程

　

憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
案
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
八
日
に
国
民
議
会
第
一
読
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
法

律
案
は
六
月
三
日
に
ワ
ル
ス
マ
ン
（J.-L

. W
arsm

ann

）
を
委
員
長
と
す
る
法
律
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
九
月
三
日
に
、
同
委
員
会
は
報
告

書
を
提
出
し
た
。
九
月
一
四
日
に
、
国
民
議
会
第
一
読
会
は
同
法
律
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
同
日
、
修
正
案
が
国
民
議
会
第
一
読
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
。

一　

政
府
提
出
組
織
法
律
案

　

国
民
議
会
第
一
読
会
に
提
出
さ
れ
た
組
織
法
律
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
右
線
部
分
は
、
修
正
に
関
わ
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、

亀
甲
括
弧
は
筆
者
の
注
で
あ
る
）。
な
お
、本
稿
で
は
、手
続
に
つ
い
て
主
に
定
め
て
い
る
、本
法
律
案
第
一
条
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
﹁
第
一
条　

憲
法
院
に
関
す
る
組
織
法
律
を
定
め
る
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八

－

一
〇
六
七
号
第
二
編
第
二
章
の

後
に
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
第
二
章
の
二
を
付
け
加
え
る
。

︽
第
二
章
の
二　

合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
︾

第
一
節　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
属
す
る
裁
判
所
に
適
用
さ
れ
る
諸
規
定

第
二
三
条
の
一　

①
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
属
す
る
裁
判
所
に
、
法
律
の
規
定
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び

自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
基
づ
く
申
立
理
由
（m

oyen

）
は
、
別
個
か
つ
理
由
を
付
し
た
文
書
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
当
該
文
書
が
な
い
限

り
不
受
理
と
な
る
。
こ
の
申
立
理
由
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
初
め
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
職
権
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
破
毀
院
に
属
す
る
裁
判
所
に
お
い
て
︹
第
一
項
の
︺
申
立
理
由
が
提
起
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
検
察
官
が
訴
訟
当
事
者
で
な
い
と
き
は
、

二
九
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そ
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
付
与
す
る
た
め
、
当
該
事
件
に
つ
き
、
検
察
官
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

③
︹
第
一
項
の
︺
申
立
理
由
が
刑
事
の
予
審
の
間
に
提
起
さ
れ
る
場
合
に
は
、
第
二
審
の
予
審
裁
判
所
が
そ
れ
を
付
託
さ
れ
る
。

④
︹
第
一
項
の
︺
申
立
理
由
は
重
罪
院
に
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
審
で
重
罪
院
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判
決
（décision

）
に
対

し
て
控
訴
す
る
場
合
に
は
、
申
立
理
由
は
、
控
訴
の
申
出
を
付
随
す
る
文
書
の
中
で
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
は
、
直
ち
に
破

毀
院
に
移
送
さ
れ
る
。

第
二
三
条
の
二　

①
裁
判
所
は
、
次
の
︹
全
て
の
︺
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
へ
合
憲
性
の
問
題
を

移
送
す
る
。

　

一　

異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
規
定
が
、︹
当
該
︺
訴
訟
の
問
題
も
し
く
は
︹
当
該
︺
訴
訟
手
続
の
有
効
性
に
影
響
す
る
か
、
ま
た
は
提

訴
理
由
を
構
成
す
る
こ
と
。

　

二　

事
情
の
変
更
が
あ
る
と
き
を
除
い
て
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
規
定
が
、
以
前
に
憲
法
院
判
決
の
理
由
お
よ
び
主
文
に
お
い
て
合

憲
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

三　

問
題
が
重
大
な
性
質
を
欠
い
て
い
な
い
こ
と
。

②
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
、
同
様
の
方
法
で
、
憲
法
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
が
締
結
し
た
国
際
協
定
に
対
す
る
当
該
規
定
の
適
合
性
に

異
議
を
述
べ
る
申
立
理
由
を
付
託
さ
れ
る
と
き
に
は
、
万
一
の
場
合
に
は
、
憲
法
八
八
条
の
一
か
ら
生
じ
る
要
請
の
留
保
の
下
で
合
憲
性
の

問
題
に
つ
い
て
最
初
に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
︹
当
該
合
憲
性
の
︺
問
題
の
移
送
に
つ
い
て
の
判
決
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
、
そ
の
言
い
渡
し
か
ら
八
日
以
内
に
、

当
事
者
の
趣
意
書
ま
た
は
申
立
書
と
と
も
に
送
達
さ
れ
る
。
こ
の
判
決
は
、
い
か
な
る
上
訴
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
問
題
の
移
送
の
拒
否

に
対
し
て
、
訴
訟
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
解
決
す
る
判
決
に
対
す
る
上
訴
の
場
合
に
お
い
て
の
み
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
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第
二
三
条
の
三　

①
裁
判
所
が
問
題
の
移
送
を
判
決
す
る
と
、
裁
判
所
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
の
判
決
、
ま
た
は
憲
法

院
に
付
託
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
判
決
を
受
領
す
る
ま
で
判
断
す
る
こ
と
を
延
期
す
る
。
予
審
裁
判
所
の
判
決
は
延
期
さ
れ
ず
、裁
判
所
は
、

必
要
な
仮
措
置
ま
た
は
保
存
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
た
だ
し
、
人
が
訴
訟
手
続
を
理
由
に
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
場
合
、
お
よ
び
訴
訟
手
続
が
自
由
を
剥
奪
す
る
措
置
を
終
わ
ら
せ
る
目
的
が

あ
る
場
合
に
は
、
判
決
を
す
る
こ
と
は
延
期
さ
れ
な
い
。

③
裁
判
所
は
、
法
律
も
し
く
は
規
則
が
一
定
の
期
日
以
内
ま
た
は
緊
急
に
判
決
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
合
憲
性
の
問
題
に

関
す
る
判
決
を
待
つ
こ
と
な
く
、
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
審
の
裁
判
所
が
待
つ
こ
と
な
く
判
決
を
下
す
場
合
、
お
よ
び
そ
の
判

決
に
対
し
て
控
訴
さ
れ
る
場
合
に
は
、
控
訴
裁
判
所
は
、
判
決
を
下
す
こ
と
を
延
期
す
る
。
た
だ
し
、
控
訴
裁
判
所
が
一
定
の
期
間
ま
た
は

緊
急
に
判
決
を
下
す
場
合
は
、
判
決
を
延
期
で
き
な
い
。

④
さ
ら
に
、
当
該
延
期
が
、
当
事
者
の
諸
権
利
に
つ
い
て
回
復
で
き
な
い
、
ま
た
は
明
ら
か
に
過
度
の
結
果
を
引
き
起
こ
す
と
き
に
は
、
問

題
の
移
送
判
決
を
し
た
裁
判
所
は
、
緊
急
に
解
決
す
べ
き
争
点
に
つ
い
て
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
原
審
の
裁
判
官
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
の
決
定
を
待
つ
こ
と
な
く
、
判
決
を
し
た
と
き
に
、
破
毀
申
立
が
行
わ
れ
た

場
合
に
は
、
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
破
毀
申
立
に
関
わ
る
す
べ
て
の
判
決
は
延
期
さ
れ
る
。
当
事
者
が
訴
訟

手
続
を
理
由
に
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
き
、
お
よ
び
破
毀
院
が
一
定
の
期
間
内
に
判
断
を
行
う
旨
の
法
律
の
定
め
が
あ
る
と
き
に
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

第
二
節　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
適
用
さ
れ
る
諸
規
定

第
二
三
条
の
四　

第
二
三
条
の
二
ま
た
は
第
二
三
条
の
一
最
終
項
で
規
定
さ
れ
る
移
送
の
受
領
か
ら
三
个
月
以
内
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

二
九
二
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ま
た
は
破
毀
院
は
、
合
憲
性
の
問
題
を
憲
法
院
に
移
送
す
る
こ
と
に
つ
い
て
判
決
を
す
る
。
こ
の
移
送
は
、
第
二
三
条
の
二
︹
第
一
項
︺
第

一
号
お
よ
び
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、
か
つ
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
規
定
が
新
し
い
問
題
を
提
起
し
、
ま
た
は
重
大

な
性
質
を
示
す
と
き
に
は
、
移
送
を
行
う
。

第
二
三
条
の
五　

①
法
律
の
規
定
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
申
立
理
由
は
、
破
毀

の
初
回
を
含
め
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
で
の
︹
当
該
︺
訴
訟
手
続
に
お
い
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
申
立
理
由
は
、

別
個
か
つ
理
由
を
付
し
た
文
書
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
当
該
文
書
が
な
い
限
り
不
受
理
と
な
る
。
そ
れ
は
、
職
権
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
第
二
三
条
の
二
︹
第
一
項
︺
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、

か
つ
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
規
定
が
新
し
い
問
題
を
提
起
し
、
ま
た
は
重
大
な
性
質
を
示
す
と
き
に
は
、
合
憲
性
の
問
題
を
憲
法
院
に
付
託
す

る
。

③
憲
法
院
に
付
託
し
た
と
き
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
憲
法
院
が
判
決
す
る
ま
で
判
断
す
る
こ
と
を
延
期
す
る
。
当

事
者
が
訴
訟
手
続
を
理
由
に
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
き
、
お
よ
び
破
毀
院
が
一
定
の
期
間
内
に
判
断
を
行
う
旨
の
法
律
の
定
め
が
あ
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
三
条
の
六　

①
破
毀
院
の
院
長
（prem

ier président
）
は
、
二
三
条
の
二
お
よ
び
二
三
条
の
一
の
最
終
項
に
規
定
さ
れ
た
移
送
の

名
宛
人
で
あ
る
。
二
三
条
の
五
に
記
載
さ
れ
、
破
毀
院
で
の
訴
訟
手
続
の
中
で
存
在
す
る
趣
意
書
は
、
同
様
に
破
毀
院
の
院
長
に
移
送
さ
れ

る
。

②
︹
破
毀
院
の
︺
院
長
は
、
直
ち
に
検
事
総
長
に
通
知
す
る
。

③
破
毀
院
の
判
決
（arrêt

）
は
、
院
長
が
議
長
を
務
め
る
法
廷
（form

ation
）
な
ら
び
に
部
（cham

bre

）
の
部
長
お
よ
び
特
別
に
関
わ

っ
た
各
部
に
所
属
す
る
二
名
の
判
事
（conseillers

）
が
構
成
す
る
法
廷
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
。

二
九
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④
し
か
し
、
院
長
は
、
解
決
が
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
ら
が
議
長
を
務
め
る
法
廷
お
よ
び
特
別
に
関
わ
っ
た
部
長
が
務
め
る
法
廷
に

当
該
問
題
を
送
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
前
二
項
の
適
用
の
た
め
に
、
院
長
は
、
破
毀
院
の
部
長
か
ら
任
命
す
る
代
理
が
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
長
は
、
部
の
判
事
か
ら
任
命

す
る
代
理
が
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
三
条
の
七　

①
憲
法
院
に
付
託
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
判
決
は
、
当
事
者
の
趣
意
書
ま
た
は
申
立
書
と
と
も
に
、

憲
法
院
に
送
達
さ
れ
る
。
憲
法
院
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
が
合
憲
性
の
問
題
を
憲
法
院
に
付
託
し
な
い
こ
と
を
判
決
し
た

場
合
に
は
、
理
由
を
付
し
た
判
決
の
写
し
を
受
領
す
る
。

②
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
判
決
は
、
当
該
判
決
の
八
日
以
内
に
、
合
憲
性
の
問
題
を
移
送
し
た
裁
判
所
に
伝
達
さ
れ
、
か
つ
、

当
事
者
に
送
達
さ
れ
る
。

第
三
節　

憲
法
院
に
適
用
さ
れ
る
諸
規
定

第
二
三
条
の
八　

憲
法
院
は
、
本
章
の
諸
規
定
に
従
っ
て
付
託
さ
れ
、
直
ち
に
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議

長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
者
は
、
憲
法
院
に
対
し
て
、
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
所
見
を
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
三
条
の
九　

憲
法
院
は
、
付
託
か
ら
三
个
月
以
内
に
判
決
を
す
る
。
当
事
者
は
、
対
審
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
院
の

内
部
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
法
廷
は
公
開
で
あ
る
。

第
二
三
条
の
一
〇　

①
憲
法
院
の
判
決
は
、
理
由
を
付
す
。
当
該
判
決
は
、
当
事
者
に
送
達
さ
れ
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
、

ま
た
は
場
合
に
よ
っ
て
は
合
憲
性
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
所
に
も
送
達
さ
れ
る
。

②
憲
法
院
は
同
様
に
、
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
に
判
決
を
伝
達
す
る
。

二
九
二
二
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③
憲
法
院
の
判
決
は
、
官
報
で
公
示
さ
れ
る
。

第
二
三
条
の
一
一　

合
憲
性
の
問
題
が
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
た
と
き
に
、
司
法
扶
助
の
名
で
参
加
す
る
裁
判
補
助
職
の
報
酬
に
対
す
る
交
付

金
（contribution de l’ É

tat

）
は
、
規
則
で
定
め
ら
れ
る
方
式
に
従
っ
て
増
額
さ
れ
る）

6
（

。﹂

　

二　

国
民
議
会
第
一
読
会
で
の
論
議

　

ワ
ル
ス
マ
ン
法
律
委
員
会
の
報
告）

7
（

を
も
と
に
、
次
の
主
た
る
諸
問
題
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

⑴　

合
憲
性
の
問
題
の
審
査
対
象
と
提
訴
時
期

　

二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
で
制
定
さ
れ
た
憲
法
六
一
条
の
一
に
お
い
て
、
既
に
訴
訟
手
続
に
関
す
る
一
定
の
要
件
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
同

条
は
、﹁
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
及
び
自
由
﹂
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
法
律
と
規
則
の
権
限
分
配
に
関
す

る
規
定
の
よ
う
に
、
公
権
力
に
関
す
る
問
題
は
事
後
審
査
の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る）

8
（

。

　

こ
の
点
は
、
憲
法
問
題
に
つ
い
て
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
よ
う
市
民
に
新
た
な
権
利
を
与
え
る
こ
と
が
、
今
回
の
事
後
審
査
制
導
入
の
目

的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
違
憲
審
査
制
は
事
前
で
あ
る
が
故
に
、
憲
法
問
題
の
提
訴
権
者
は
政
治
的
機
関
に
限
定
さ

れ
、
制
定
さ
れ
た
法
律
が
た
と
え
市
民
の
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
し
て
も
市
民
は
提
訴
で
き
な
か
っ
た
。
法
治
国
家
に
と
っ

て
こ
の
よ
う
な
状
況
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
、
事
後
審
査
制
が
導
入
さ
れ
た
と
い
え
る）

9
（

。

　

ま
た
、
憲
法
六
一
条
の
一
は
、
合
憲
性
の
問
題
の
提
起
の
時
期
を
﹁
裁
判
所
に
係
争
中
﹂
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
織
法
律
案
は

裁
判
所
の
ど
の
段
階
で
も
合
憲
性
の
問
題
を
提
起
で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
第
一
審
裁
判
所
は
、
一
般
法
領
域
の
大
審
裁
判
所
、
違
警
罪

裁
判
所
、
行
政
裁
判
所
か
ら
、
特
別
法
領
域
の
労
働
裁
判
所
、
商
事
裁
判
所
、
少
年
裁
判
所
、
農
事
賃
貸
借
同
数
裁
判
所
、
社
会
保
障
事
件

裁
判
所
な
ど
が
想
定
さ
れ
る）
₁₀
（

。

二
九
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た
だ
し
、
次
の
点
は
制
約
す
る）
₁₁
（

。
権
限
裁
判
所
、
高
等
法
院
お
よ
び
高
等
仲
裁
院
は
合
憲
性
の
問
題
を
提
起
す
る
機
関
と
し
て
は
除
か
れ

て
お
り
、
政
府
構
成
員
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
判
断
す
る
共
和
国
法
院
は
、
破
毀
院
の
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重
罪

院
に
関
し
て
は
、
そ
の
判
決
に
対
し
て
上
訴
す
る
場
合
に
合
憲
性
の
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
問
題
は
即
時
に
破
毀
院
に
移
送

さ
れ
る
。

⑵　

合
憲
性
の
問
題
の
名
称

　

次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
一
九
九
〇
年
の
憲
法
院
改
革
案
、
そ
れ
を
受
け
た
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
バ
ラ
デ
ュ
ー

ル
委
員
会）
₁₂
（

で
は
、
事
後
審
査
制
に
つ
い
て
、﹁
違
憲
の
抗
弁
（exception d’inconstitutionnalité

）﹂
と
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
二

〇
〇
八
年
憲
法
改
正
で
は
、﹁
合
憲
性
の
問
題
（question constitutionnalité

）﹂
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
、
後
述
の
通
り
、﹁
合
憲
性
の
優

先
問
題
（Q

P
C

 : question prioritaire de constitutionnalité

）﹂
と
変
更
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
で
は
、
提
訴
権
者
を
訴
訟
当
事
者
に
限
定
し
て
い
る
た
め
に
、
裁
判
官
は
合
憲
性
の
問
題
を
提
起
で
き
な
い
点
に

つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
の
憲
法
院
改
革
案
で
既
に
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
委
員
会
は
指
摘
す
る）
₁₃
（

。
裁
判
官
が
直
接
、
合
憲
性
の
問
題
を
判

断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
訴
訟
手
続
に
お
け
る
抗
弁
（exception

）
と
は
異
な
る
と
い
う）
₁₄
（

。
抗
弁
は
、
訴
訟
に
お
い
て
一
時
的
な
防
御
方

法
で
あ
り
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
訴
訟
が
再
開
さ
れ
る
前
に
優
先
的
に
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
抗
弁
は
、
問
題
の
本
質
に
つ
い

て
付
託
さ
れ
た
裁
判
官
が
判
断
す
る
の
で
、
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
移
送
を
行
う
手
段
と
は
異
な
る
の
で
あ
る）
₁₅
（

。

　

ま
た
、
合
憲
性
の
問
題
は
、
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
案
の
際
に
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
﹁
合
憲
性
の
先
決
問
題
（question 

préjudicielle de constitutionnalité

）﹂）
₁₆
（

と
も
異
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
る）
₁₇
（

。
先
決
問
題
は
、訴
訟
の
解
決
を
導
く
た
め
に
し
か
審
査
さ
れ
ず
、

す
な
わ
ち
、
裁
判
官
は
他
の
す
べ
て
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
そ
の
問
題
を
考
慮
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
合
憲
性
の
問
題
は
提
起
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
個
々
の
事
件
と
は
別
個
に
移
送
を
行
う
の
で
あ
り
、
憲
法
院
が
下
し
た
判
決
は
、
す
べ
て
の
人
（erga

 

二
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om
n

es

）
に
対
す
る
判
断
で
あ
っ
て
、
先
決
の
名
で
付
託
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
る
判
決
と
は
異
な
る
の
で
あ
る）
₁₈
（

。

　

さ
ら
に
、
違
憲
の
抗
弁
と
も
先
決
問
題
と
も
異
な
る
合
憲
性
の
問
題
の
特
殊
性
は
、
条
約
審
査
の
問
題
よ
り
も
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
か
ら
、
こ
の
新
た
な
制
度
の
性
質
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
﹁
優
先
（prioritaire

）﹂
の
性
格
を
示
す
必
要
性
に
も
、
委
員
会
は

触
れ
て
い
る）
₁₉
（

。

⑶　

二
重
の
フ
ィ
ル
タ
ー
制
度
と
裁
判
官
の
権
限

　

先
述
の
通
り
、
裁
判
官
は
職
権
で
合
憲
性
の
問
題
を
提
起
で
き
な
い
が
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
と
き
に
は
、
例
え
ば
破
毀
院

の
院
長
（P

rem
ier président

）
お
よ
び
法
院
検
事
長
（P

rocureur général

）
は
そ
の
聴
取
に
お
い
て
権
限
が
発
揮
さ
れ
る）
₂₀
（

。

　

下
級
裁
判
所
か
ら
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
移
送
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
作
用
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
か
ら
学
び
、
憲
法

院
に
委
ね
ら
れ
る
合
憲
性
の
問
題
の
数
を
効
果
的
に
調
整
し
、
申
立
て
が
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
制
度

が
か
え
っ
て
事
後
審
査
制
の
成
功
を
阻
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
判
断
に
つ
い
て
は
期
日
を
設

け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
期
日
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
裁
判
所
は
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
理
解
し
、
実
践
す
る
よ
う
に
な
る）
₂₁
（

。

　

移
送
に
関
し
て
は
、
三
つ
の
基
準
を
設
け
て
い
る
。
一
つ
は
、
異
議
を
申
立
て
ら
れ
た
規
定
が
、︹
当
該
︺
訴
訟
も
し
く
は
︹
当
該
︺
訴

訟
手
続
に
適
用
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
提
訴
理
由
を
構
成
す
る
か
で
あ
る
。
二
つ
は
、
以
前
に
憲
法
院
判
決
の
理
由
お
よ
び
主
文
に
お
い
て
合

憲
と
判
断
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
三
つ
に
、
問
題
が
重
大
な
性
質
を
欠
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
ー
の
仕
組
み
は
、

憲
法
院
に
対
し
て
適
切
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
を
確
か
に
保
障
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る）
₂₂
（

。

　

ま
た
、
市
民
に
と
っ
て
は
重
大
な
性
質
が
あ
る
訴
訟
が
、
最
高
裁
判
所
で
﹁
新
し
い
﹂
性
質
ま
た
は
﹁
重
大
な
﹂
性
質
を
も
た
な
い
と
判

断
さ
れ
、
憲
法
院
へ
の
移
送
を
拒
否
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
点
を
、
委
員
会
は
指
摘
す
る）
₂₃
（

。
異
議
を
申
立
て
ら
れ
た
規
定
が
既

に
憲
法
院
に
よ
っ
て
合
憲
と
判
断
さ
れ
て
い
な
い
か
と
い
う
基
準
の
み
で
十
分
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
下
級
裁
判
所
と
最
高
裁
判
所
の
基
準

二
九
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は
同
じ
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た）
₂₄
（

。
し
か
し
、
同
じ
基
準
に
す
る
と
、
最
高
裁
判
所
の
存
在
が
下
級
裁
判
所
と
同
列
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
に
違
い
を
設
け
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る）
₂₅
（

。

⑷　

憲
法
院
判
決
の
効
力

　

憲
法
六
二
条
二
項
が
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、﹁
憲
法
院
は
、︹
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
︺
当
該
規
定
が
生
み
出
す
効
力
を
再
び
審
査
す
る
た
め

の
条
件
と
制
限
を
決
定
す
る
﹂
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
委
員
会
は
指
摘
す
る）
₂₆
（

。
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
法
律
の
効
果
が
発
生
す
る
時
期
を
調

整
し
、
こ
の
よ
う
に
単
な
る
廃
止
と
は
異
な
る
こ
の
よ
う
な
機
能
に
よ
っ
て
、
立
法
府
は
新
た
な
法
律
の
規
定
を
作
成
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

⑸　

通
常
裁
判
所
に
お
け
る
移
送
審
査
の
期
間

　

下
級
審
裁
判
所
で
判
決
期
日
を
設
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る）
₂₇
（

。
裁
判
所
が
最
も
短
い
期
日
で
合
憲
性
の
問

題
の
移
送
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
理
屈
で
は
、
当
該
問
題
の
判
断
を
下
す
た
め
に
、
裁
判
官
が
事
件
を
現
状
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
を
何
も
禁
じ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
訴
訟
当
事
者
の
利
益
は
、
迅
速
に
裁
判
所
に
よ
っ
て
移
送
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
裁
判

所
が
移
送
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
評
価
す
る
た
め
に
は
﹁
期
日
な
く
﹂
移
送
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た）
₂₈
（

。
し
か
し
、
遅

延
を
防
ぐ
た
め
に
、
委
員
会
は
最
大
二
个
月
と
い
う
期
限
を
提
案
し
た
の
で
あ
る）
₂₉
（

。

⑹　

条
約
審
査
よ
り
優
先
さ
れ
る
合
憲
性
審
査

　

委
員
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
国
際
協
定
が
訴
訟
当
事
者
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
保
障
を
も
た
ら
す
こ
と
は
珍
し
く
な
い
こ
と
を
指

摘
す
る）
₃₀
（

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
憲
法
の
保
障
す
る
領
域
の
大
部
分
は
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
憲
法
六
一
条
の
一
に
よ
っ
て
、
権
利
お
よ

び
自
由
に
関
す
る
訴
訟
は
国
内
を
中
心
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
原
則
の

特
性
は
、
訴
訟
当
事
者
に
と
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な
結
果
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
。
憲
法
優
位
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
法
秩
序
を
中
心
と
し
た
規

範
階
層
の
強
化
を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
、
合
憲
性
の
問
題
の
成
功
お
よ
び
そ
の
普
及
は
訴
訟
手
続
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

二
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組
織
法
律
案
は
合
憲
性
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る）
₃₁
（

。
フ
ラ
ン
ス
で
は
条
約
審
査
が
行

わ
れ
て
お
り
、
国
際
法
規
範
が
国
内
法
規
範
に
優
先
さ
れ
る
と
い
う
﹁
規
範
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
﹂
を
、
合
憲
性
の
問
題
は
改
善
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る）
₃₂
（

。
そ
の
た
め
、
組
織
法
律
案
は
、
合
憲
性
の
問
題
を
条
約
審
査
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
規
定
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

三　

国
民
議
会
第
一
読
会
で
修
正
さ
れ
た
法
律
案

　

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
国
民
議
会
第
一
読
会
に
お
け
る
主
な
修
正
箇
所
は
、
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
一
条

の
﹁
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八

－
一
〇
六
七
号
第
二
編
第
二
章
の
二
﹂
に
お
け
る
次
の
箇
所
で
あ
る）
₃₃
（

。

﹁︽
第
二
章
の
二　

合
憲
性
の
優
先
問
題
︾﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
一　

④
︹
第
一
項
の
︺
申
立
理
由
は
重
罪
院
に
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
審
で
重
罪
院
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判

決
（arrêt

）
に
対
し
て
控
訴
す
る
場
合
に
は
、
申
立
理
由
は
、
控
訴
の
申
出
を
付
随
す
る
文
書
の
中
で
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

文
書
は
、
直
ち
に
破
毀
院
に
移
送
さ
れ
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
二　

①
裁
判
所
は
、
次
の
︹
全
て
の
︺
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
へ
の
合
憲
性
の

優
先
問
題
を
直
ち
に
か
つ
二
个
月
以
内
に
移
送
す
る
。

　

一　

異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
規
定
が
、︹
当
該
︺
訴
訟
も
し
く
は
︹
当
該
︺
訴
訟
手
続
に
適
用
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
提
訴
理
由
を
構
成

す
る
こ
と
。･･･

②
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
が
締
結
し
た
国
際
協
定
に
対

す
る
法
律
の
規
定
の
適
合
性
に
異
議
を
述
べ
る
申
立
理
由
を
付
託
さ
れ
る
と
き
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
対
す
る
合
憲

性
の
問
題
の
移
送
に
つ
い
て
最
初
に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⋮

二
九
二
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
〇
二

フ
ラ
ン
ス
事
後
的
違
憲
審
査
制
の
手
続
的
諸
問
題

④
裁
判
所
が
申
立
の
提
起
か
ら
二
个
月
以
内
に
当
該
問
題
に
つ
い
て
判
断
し
な
い
場
合
、
全
て
の
訴
訟
当
事
者
は
、
一
个
月
以
内
に
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
期
日
で
当
該
裁
判
所
に
そ
れ
を
通
知
す
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
三　

①
問
題
が
移
送
さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
の
判
決
、
ま
た
は
憲
法
院
に
付
託

さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
判
決
を
受
領
す
る
ま
で
判
断
す
る
こ
と
を
延
期
す
る
。
予
審
裁
判
所
の
判
決
は
延
期
さ
れ
ず
、
裁
判
所
は
、
必
要
な

仮
措
置
ま
た
は
保
存
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
⋮

③
裁
判
所
は
、
法
律
も
し
く
は
規
則
が
一
定
の
期
日
以
内
ま
た
は
緊
急
に
判
決
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
合
憲
性
の
優
先
問

題
に
関
す
る
判
決
を
待
つ
こ
と
な
く
、
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
審
の
裁
判
所
が
待
つ
こ
と
な
く
判
決
を
下
す
場
合
、
お
よ
び
そ

の
判
決
に
対
し
て
控
訴
さ
れ
る
場
合
に
は
、
控
訴
裁
判
所
は
、
判
決
を
下
す
こ
と
を
延
期
す
る
。
た
だ
し
、
控
訴
裁
判
所
が
一
定
の
期
間
ま

た
は
緊
急
に
判
決
を
下
す
場
合
は
、
判
決
を
延
期
で
き
な
い
。
⋮
﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
四　

第
二
三
条
の
二
ま
た
は
第
二
三
条
の
一
最
終
項
で
規
定
さ
れ
る
移
送
の
受
領
か
ら
三
个
月
以
内
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
憲
法
院
に
移
送
す
る
こ
と
に
つ
い
て
判
決
を
す
る
。
こ
の
移
送
は
、
第
二
三
条
の
二
︹
第

一
項
︺
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、
か
つ
問
題
が
新
し
い
、
ま
た
は
重
大
な
性
質
を
示
す
と
き
に
行

う
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
五　

⋮

②
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
自
由
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス

が
締
結
し
た
国
際
協
定
に
お
け
る
法
律
の
適
合
性
に
異
議
を
述
べ
る
申
立
理
由
を
付
託
さ
れ
る
と
き
に
は
、
合
憲
性
の
問
題
を
憲
法
院
に
移

送
す
る
こ
と
に
つ
い
て
最
初
に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
申
立
理
由
の
提
起
か
ら
三
个
月
以
内
に
判
決
を
す
る
。
憲
法
院
は
、
第
二
三
条
の
二
︹
第
一
項
︺

二
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第
一
号
お
よ
び
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、
か
つ
問
題
が
新
し
い
、
ま
た
は
重
大
な
性
質
を
示
す
と
き
に
は
、
合
憲

性
の
優
先
問
題
に
つ
い
て
付
託
さ
れ
る
。

④
憲
法
院
に
付
託
し
た
と
き
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
憲
法
院
が
判
決
す
る
ま
で
判
断
す
る
こ
と
を
延
期
す
る
。
当

事
者
が
訴
訟
手
続
を
理
由
に
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
き
、
お
よ
び
破
毀
院
が
一
定
の
期
間
内
に
判
断
を
行
う
旨
の
法
律
の
定
め
が
あ
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
七　

①
憲
法
院
に
付
託
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
判
決
は
、当
事
者
の
趣
意
書
ま
た
は
申
立
書
と
と
も
に
、

憲
法
院
に
送
達
さ
れ
る
。
憲
法
院
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
憲
法
院
に
付
託
し
な
い
こ
と
を
判
決

し
た
場
合
に
は
、
理
由
を
付
し
た
判
決
の
写
し
を
受
領
す
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
が
第
二
三
条
の
四
お
よ
び
第
二
三
条
の

五
に
規
定
さ
れ
た
期
日
内
に
判
断
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
問
題
は
憲
法
院
に
移
送
さ
れ
る
。

②
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
判
決
は
、
当
該
判
決
の
八
日
以
内
に
、
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
移
送
し
た
裁
判
所
に
伝
達
さ
れ
、

か
つ
、
当
事
者
に
送
達
さ
れ
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
八　

①
憲
法
院
は
、
本
章
の
諸
規
定
に
従
っ
て
付
託
さ
れ
、
直
ち
に
共
和
国
大
統
領
、
首
相
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
者
は
、
憲
法
院
に
対
し
て
、
合
憲
性
の
優
先
問
題
に
つ
い
て
所
見
を
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
も

同
じ
く
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
る
。

②
ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
の
地
方
法
律
（loi du pays

）
の
規
定
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
の
対
象
と
な
る
と
き
に
は
、
憲
法
院
は
ニ
ュ
ー
・

カ
レ
ド
ニ
ア
政
府
の
大
統
領
、
議
会
議
長
（président du congrès

）、
各
州
議
会
議
長
（présidents des assem

blées de province

）

に
も
同
様
に
通
知
す
る
。﹂

　
﹁
憲
法
二
三
条
の
八
の
一　

憲
法
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
提
起
さ
れ
た
訴
訟
手
続
が
何
ら

二
九
二
九
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か
の
理
由
で
消
滅
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該
問
題
の
審
理
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
一
〇　

①
憲
法
院
の
判
決
は
、
理
由
を
付
す
。
当
該
判
決
は
、
当
事
者
に
送
達
さ
れ
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破

毀
院
、
ま
た
は
場
合
に
よ
っ
て
は
合
憲
性
の
優
先
問
題
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
所
に
も
送
達
さ
れ
る
。

②
憲
法
院
は
同
様
に
、
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
に
、
第
二
三
条
の
八
最
終
項
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
先
述
の
規
定
に
記
載
さ
れ
た
機
関
に
も
、
判
決
を
通
知
す
る
（notifie

）。

③
憲
法
院
の
判
決
は
、
官
報
で
公
示
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
の
官
報
に
も
公
示
さ
れ
る
。﹂

第
二
章　

元
老
院
第
一
読
会
に
お
け
る
審
議
過
程

　

国
民
議
会
第
一
読
会
に
よ
る
修
正
案
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
一
五
日
に
元
老
院
第
一
読
会
、
ポ
ル
ト
ゥ
リ
（H

. P
ortelli

）
を
委
員
長
と

す
る
法
律
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
九
月
二
九
日
に
、
同
委
員
会
は
報
告
書
を
提
出
し
た
。
一
〇
月
一
三
日
に
、
元
老
院
第
一
読
会
は
同
修
正

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
同
日
、
修
正
案
が
元
老
院
第
一
読
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。

一　

元
老
院
第
一
読
会
で
の
論
議

　

ポ
ル
ト
ゥ
リ
法
律
委
員
会
は
、
国
民
議
会
第
一
読
会
で
の
修
正
を
受
け
て
、
次
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る）
₃₄
（

。
主
に
次
の
諸
問
題
を

取
り
上
げ
、
そ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

二
九
三
〇
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⑴　

合
憲
性
の
問
題
の
名
称

　

憲
法
六
一
条
の
一
で
導
入
さ
れ
た
事
後
審
査
制
の
名
称
が
、﹁
合
憲
性
の
優
先
問
題
（question prioritaire de constitutionnalité

）﹂

と
表
記
さ
れ
、﹁
優
先
（prioritaire

）﹂
の
語
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
報
告
す
る）
₃₅
（

。﹁
優
先
﹂
と
い
う
語
は
、
法

律
の
規
定
の
違
憲
性
を
引
き
出
す
手
段
が
他
の
全
て
よ
り
早
く
審
査
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
名
称
は
、
先
述
の
通
り
、﹁
違
憲
の

抗
弁
（exception d’inconstitutionalité

）﹂
か
ら
﹁
先
決
問
題
（question préalable

）﹂
お
よ
び
﹁
先
決
問
題
（question 

préjudicielle

）﹂
を
経
て
、﹁
合
憲
性
の
問
題
（question de constitutionnalité

）﹂
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。﹁
違
憲
の
抗
弁
﹂
に
つ

い
て
は
、
憲
法
六
一
条
の
一
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
制
度
は
ア
メ
リ
カ
の
制
度
の
よ
う
に
訴
訟
に
お
い
て
憲
法
問
題
が
提
起
さ
れ
る
﹁
抗
弁
﹂

と
は
類
似
し
な
い
。
ま
た
、question préalable

と
す
る
﹁
先
決
問
題
﹂
に
つ
い
て
も
、
議
会
法
に
お
け
る
用
語
は
訴
訟
手
続
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
。question préjudicielle
と
す
る
﹁
先
決
問
題
﹂
も
、
訴
訟
前
に
訴
訟
法
上
の
解
決
が
他
の
裁
判
所
に
移
送
さ
れ
る
点
で
適

さ
な
い
。
従
っ
て
、﹁
合
憲
性
の
問
題
﹂
が
適
し
て
お
り
、
さ
ら
に
﹁
優
先
﹂
と
付
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
手
続
の
独
創
性
を
強
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
委
員
会
は
支
持
す
る
の
で
あ
る）
₃₆
（

。

⑵　

裁
判
官
の
職
権
に
よ
る
提
起

　

次
に
、
裁
判
官
が
職
権
で
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
提
起
で
き
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
る）
₃₇
（

。
破
毀
院
な
ど
で
は
既
に
法
律
の
条
約
審
査
で
違
反

と
わ
か
っ
て
い
る
法
律
が
適
用
さ
れ
て
し
ま
う
。
ド
ラ
ゴ
（G

. D
rago

）
が
、
裁
判
官
が
憲
法
問
題
を
提
起
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
、
裁
判

官
の
権
能
の
市
民
権
喪
失
（ca

p
itis d

im
in

u
tio

）
と
ま
で
い
う
こ
と
に
、
委
員
会
は
触
れ
る
。
し
か
し
、
委
員
会
は
、
次
の
点
か
ら
こ

の
よ
う
な
批
判
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る）
₃₈
（

。
ま
ず
、
訴
訟
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
は
検
察
官
が
合
憲
性
の
問
題
を
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
合
憲
性
の
優
先
問
題
が
提
起
さ
れ
た
後
に
、
当
該
訴
訟
が
消
滅
し
て
も
影
響
な
く
、
憲
法
院
は
審
査
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
官
の
機
能
と
し
て
判
決
理
由
（ra

tio legis

）
に
お
い
て
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
九
三
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⑶　

条
約
審
査
よ
り
優
先
さ
れ
る
合
憲
性
審
査

　

条
約
審
査
よ
り
も
合
憲
性
審
査
を
優
先
す
る
点
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
報
告
す
る）
₃₉
（

。
条
約
審
査
が
合
憲
性
審
査
よ
り
も
基
本

的
諸
権
利
を
効
果
的
に
保
護
す
る
た
め
に
効
率
的
で
あ
り
、
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
と
す
る
ラ
マ
ン
ダ
（V. L

am
anda

）

の
見
解
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
元
老
院
は
国
民
議
会
の
修
正
を
支
持
す
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
二
〇
〇
七
年
の
リ
ス
ボ

ン
条
約
に
関
す
る
憲
法
院
判
決）
₄₀
（

で
、﹁
国
内
法
秩
序
の
頂
点
と
し
て
の
憲
法
の
地
位
﹂
が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る）
₄₁
（

。
そ
の
ほ
か
、
合

憲
性
審
査
と
条
約
審
査
の
明
確
な
違
い
に
つ
い
て
、
合
憲
性
審
査
は
憲
法
院
が
独
占
的
に
判
断
を
下
す
こ
と
で
強
固
に
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
が
、
条
約
審
査
は
司
法
裁
判
所
お
よ
び
行
政
裁
判
所
の
各
系
統
で
様
々
に
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
合
憲
性
の
問
題
の
受
理
可

能
性
に
与
え
ら
れ
る
優
位
は
、
裁
判
官
が
条
約
審
査
を
行
う
こ
と
を
全
く
問
題
と
し
な
い
。
憲
法
院
が
申
立
て
を
受
理
す
れ
ば
、
条
約
審
査

の
対
象
と
な
ら
ず
、
反
対
に
、
憲
法
院
が
申
立
て
を
拒
否
し
た
り
、
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
規
定
が
憲
法
に
合
致
す
る
と
判
断
し
た
り
す
れ
ば
、

条
約
審
査
が
行
使
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
合
憲
性
の
問
題
に
与
え
る
優
位
性
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
の
付
託
と
と
も
に
新
た
な
審
査
類
型
の
構
成
に
不
可
欠
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る）
₄₂
（

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
の
付
託
は
、
国
内
裁
判
所
で
の
訴
訟
を
尽
く
す
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。
最
終
手
段
で
あ
る

憲
法
院
で
憲
法
裁
判
官
が
違
憲
性
を
否
定
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
付
託
を
受
け
る
。
申
立
人
は
、
国
内
で
訴
訟
を
尽
く
し
て

い
な
い
と
批
判
さ
れ
る
危
険
性
が
除
去
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑷　

二
重
の
フ
ィ
ル
タ
ー
制
度
と
移
送
期
間

　

国
民
議
会
第
一
読
会
は
、
移
送
の
判
断
に
つ
い
て
、
下
級
裁
判
所
に
二
个
月
の
期
限
、
最
高
裁
判
所
に
三
个
月
の
期
限
を
設
け
、
手
続
の

迅
速
さ
を
保
障
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
委
員
会
は
、
均
衡
の
点
か
ら
問
題
を
指
摘
す
る）
₄₃
（

。
最
高
裁
判
所
は
委
ね
ら
れ
た
問
題
を
慎
重
に

形
式
し
か
見
な
い
の
に
対
し
、
憲
法
院
は
万
一
の
場
合
に
は
異
議
を
唱
え
ら
れ
て
い
る
法
律
の
規
定
を
廃
止
す
る
た
め
に
、
期
間
内
に
内
容

二
九
三
二
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を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
期
限
を
設
け
る
と
、
下
級
裁
判
所
が
移
送
判
決
の
受
理
可
能
性
の
要
件
を
審
査
せ
ず
に
期
間
を
計
画
的
に

経
過
さ
せ
る
ひ
と
ま
と
め
に
問
題
を
移
送
す
る
場
合
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
最
高
裁
判
所
は
飽
和
し
、
訴
訟
手
続
が
著
し
く
伸
び

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
委
員
会
は
、
合
憲
性
の
問
題
の
移
送
は
﹁
直
ち
に
﹂
判
断
す
る
こ
と
を
提
案
す
る）
₄₄
（

。
手
続
を
迅
速
に
す
る
必
要
性
と

憲
法
六
一
条
の
一
の
内
容
を
保
障
す
る
た
め
で
あ
る
。
期
限
を
設
け
な
い
こ
と
で
、
多
数
の
訴
訟
規
則
の
中
に
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
同
じ
問
題
が
複
数
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
様
の
問
題
は
最
高
裁
判
所
で
一
括
し
て
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

二　

元
老
院
第
一
読
会
で
修
正
さ
れ
た
法
律
案

　

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
元
老
院
第
一
読
会
に
お
け
る
主
な
修
正
箇
所
は
、
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
一
条
の

﹁
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八

－

一
〇
六
七
号
第
二
編
第
二
章
の
二
﹂
に
お
け
る
次
の
条
文
で
あ
る）
₄₅
（

　
﹁
第
二
三
条
の
二　

①
裁
判
所
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
へ
の
合
憲
性
の
優
先
問
題
の
移
送
に
つ
い
て
、
理
由
を
付
し
た

判
決
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
判
断
す
る
。
裁
判
所
が
当
該
移
送
を
行
う
の
は
、
次
の
︹
全
て
の
︺
要
件
を
満
た
す
場
合
と
す
る
。
⋮

②
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
が
締
結
し
た
国
際
協
定
に
対

す
る
法
律
の
規
定
の
適
合
性
に
異
議
を
述
べ
る
申
立
理
由
を
付
託
さ
れ
る
と
き
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
対
す
る
合
憲

性
の
問
題
の
移
送
に
つ
い
て
優
先
的
に
（par priorité

）
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⋮

④
削
除
﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
五　

⋮

②
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
自
由
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス

が
締
結
し
た
国
際
協
定
に
お
け
る
法
律
の
適
合
性
に
異
議
を
述
べ
る
申
立
理
由
を
付
託
さ
れ
る
と
き
に
は
、
合
憲
性
の
問
題
を
憲
法
院
に
移

二
九
三
三
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憲
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査
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の
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的
諸
問
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送
す
る
こ
と
に
つ
い
て
優
先
的
に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
七　

①
憲
法
院
に
付
託
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
理
由
を
付
し
た
判
決
は
、
当
事
者
の
趣
意
書
ま
た
は

申
立
書
と
と
も
に
、
憲
法
院
に
送
達
さ
れ
る
。
憲
法
院
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
憲
法
院
に
付
託

し
な
い
こ
と
を
判
決
し
た
場
合
に
は
、
理
由
を
付
し
た
判
決
の
写
し
を
受
領
す
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
が
第
二
三
条
の
四

お
よ
び
第
二
三
条
の
五
で
規
定
さ
れ
る
期
間
内
に
判
決
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
問
題
は
憲
法
院
に
移
送
さ
れ
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
八　

①
憲
法
院
は
、
本
章
の
諸
規
定
に
従
っ
て
付
託
さ
れ
、
直
ち
に
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元

老
院
議
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
者
は
、
憲
法
院
に
対
し
て
、
合
憲
性
の
優
先
問
題
に
つ
い
て
所
見
を
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
一
〇　

⋮

②
憲
法
院
は
同
様
に
、
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
に
、
第
二
三
条
の
八
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
先
述
の
規
定
に
記
載
さ
れ
た
機
関
に
も
、
判
決
を
伝
達
す
る
（com

m
unique

）。﹂

第
三
章　

国
民
議
会
第
二
読
会
に
お
け
る
審
議
過
程

　

元
老
院
第
一
読
会
に
よ
る
修
正
案
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
四
日
に
国
民
議
会
第
二
読
会
、
ワ
ル
ス
マ
ン
法
律
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

一
一
月
四
日
に
、
同
委
員
会
は
報
告
書
を
提
出
し
た
。
一
一
月
二
四
日
に
、
国
民
議
会
第
二
読
会
は
同
修
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
同
日
、

修
正
案
が
国
民
議
会
第
二
読
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。

二
九
三
四
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一　

国
民
議
会
第
二
読
会
で
の
論
議

　

ワ
ル
ス
マ
ン
法
律
委
員
会
は
、
主
に
次
の
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
て
お
り）
₄₆
（

、
そ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

⑴　

合
憲
性
の
問
題
の
優
先
的
審
査

　

委
員
会
は
、
ま
ず
、
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
に
よ
る
事
後
審
査
制
に
つ
い
て
、
同
委
員
会
が
合
憲
性
の
問
題
の
優
先
性
を
明
確
に
確
認
し

た
こ
と
に
よ
り
﹁
合
憲
性
の
優
先
問
題
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る）
₄₇
（

。

　

合
憲
性
審
査
と
条
約
審
査
の
関
係
に
つ
い
て
、
政
府
提
出
案
で
明
示
さ
れ
て
い
た
憲
法
八
八
条
の
一
の
言
及
は
削
除
し
、
通
常
裁
判
所
は

合
憲
性
の
問
題
で
は
な
く
、
当
該
問
題
の
移
送
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
下
級
裁
判
所
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
す
る
法
律
の
規
定
に
対
す
る
異
議
と
、
フ
ラ
ン
ス

が
批
准
し
て
い
る
国
際
協
定
の
同
様
の
規
定
に
反
す
る
法
律
の
規
定
に
対
す
る
異
議
を
付
託
さ
れ
る
ご
と
に
、
最
初
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

タ
ま
た
は
破
毀
院
へ
の
移
送
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
お
よ
び
破
毀
院
も
条
約
審
査
に
優
先
し
て
合

憲
性
の
問
題
の
移
送
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る）
₄₈
（

。

　

⑵　

通
常
裁
判
所
に
よ
る
移
送
に
関
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
の
基
準

　

国
民
議
会
は
、
二
重
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
注
目
し
、
一
方
で
こ
の
基
準
を
緩
和
し
、
他
方
で
、
下
級
裁
判
所
と
最
高
裁
判
所
で
適
用

さ
れ
る
基
準
の
調
和
を
図
っ
た）
₄₉
（

。

　

第
一
の
基
準
で
あ
る
﹁
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
規
定
が
、︹
当
該
︺
訴
訟
も
し
く
は
︹
当
該
︺
訴
訟
手
続
に
適
用
さ
れ
る
か
、
ま
た
は

提
訴
理
由
を
構
成
す
る
こ
と
﹂
は
、
法
律
の
規
定
が
訴
訟
に
適
用
で
き
る
こ
と
の
み
を
要
求
す
る
た
め
に
、
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
法
律
の
規

定
が
訴
訟
の
結
果
を
左
右
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
と
い
う
よ
う
に
修
正
し
て
い
る
。
要
求
さ
れ
た
基
準
は
、
訴
訟
の
際
に
異
議
を
唱
え
ら
れ

た
法
律
の
領
域
を
広
げ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
九
三
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続
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第
三
の
基
準
で
あ
る
問
題
の
性
質
は
調
和
が
望
ま
れ
た
。
す
べ
て
の
裁
判
所
が
合
憲
性
の
問
題
が
新
し
い
、
ま
た
は
重
大
な
問
題
が
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
が
、
下
級
裁
判
所
と
最
高
裁
判
所
で
要
件
の
違
い
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
基
準
は
結
果
と
し
て
重
大
な
問
題
で
あ
っ
て
も
、
新
し
く
も
難
し
く
も
な
い
合
憲
性
の
問
題
を
憲
法
院
へ
の
移
送
を
妨
げ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
実
際
、
移
送
の
後
に
、
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
規
定
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
が
判
断
す
る
際
に
、
最
高
裁

判
所
の
役
割
に
曖
昧
さ
を
生
み
出
す
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
判
所
に
要
求
す
る
基
準
が
修
正
さ
れ
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の

程
度
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

⑶　

通
常
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
の
優
先
問
題
の
審
査
期
日

　

先
述
の
通
り
、
憲
法
六
一
条
の
一
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
お
よ
び
破
毀
院
が
﹁
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
﹂
移
送
判
断
を
下
す
と
規
定
し
て

お
り
、
そ
れ
が
組
織
法
律
案
で
は
三
个
月
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
下
級
裁
判
所
で
は
﹁
直
ち
に
﹂
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
提
案
さ
れ
た
た
め
に
、
国
民
議
会
第
一
読
会
で
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、﹁
二
个
月
の
期
限
内
に
﹂
と
な
っ
た
。

　

直
ち
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
裁
判
所
が
二
个
月
後
に
判
断
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
个
月
の
間
、
訴
訟
当
事
者
の
一
方
は
最
高

裁
判
所
に
合
憲
性
の
問
題
を
移
送
す
る
権
利
を
持
ち
、
ま
た
、
三
个
月
の
期
日
内
に
最
高
裁
判
所
が
判
断
し
な
い
場
合
に
は
自
動
的
に
憲
法

院
に
移
送
さ
れ
る
と
い
う
補
完
の
規
定
の
よ
う
な
規
定
を
国
民
議
会
は
提
案
し
、
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
元
老
院
に
お
い
て
﹁
直
ち
に
﹂
の
み
に
修
正
さ
れ
、
具
体
的
な
期
間
の
制
限
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る）
₅₀
（

。

　

訴
訟
当
事
者
は
、
迅
速
に
憲
法
問
題
が
受
理
さ
れ
る
か
否
か
関
心
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
判
所
の
移
送
判
断
を
受
け
る
前
に
下

級
裁
判
所
が
期
限
を
超
え
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
元
老
院
で
は
、
先
述
の
通
り
、
期
限
の
尊
重
が
欠
如
す
る
恐
れ
か
ら
二
个
月
と
い
う
期
間

を
削
除
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
に
よ
る
移
送
審
査
の
維
持
と
同
様
に
、
下
級
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
問
題
の
移
送
審
査
の
維
持
は
、
国
民
議

二
九
三
六
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会
の
意
図
と
合
致
し
て
い
る
の
で
、
元
老
院
に
よ
る
修
正
案
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

⑷　

通
常
裁
判
所
に
お
け
る
合
憲
性
の
優
先
問
題
の
審
査

　

消
滅
し
た
係
争
中
に
提
起
さ
れ
た
憲
法
院
へ
移
送
さ
れ
た
問
題
の
行
方
・
処
遇
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
最
初
の
組
織
法
律
案
で

は
、
合
憲
性
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
訴
訟
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
合
憲
性
審
査
も
な
く
な
る
と
提
案
さ
れ
て
い
た）
₅₁
（

。

　

国
民
議
会
第
一
読
会
は
二
三
条
の
八
の
一
を
提
案
し
、
特
別
に
憲
法
院
に
移
送
さ
れ
た
段
階
の
場
合
に
は
、
訴
訟
の
消
滅
に
関
係
な
く
、

判
断
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
国
民
議
会
第
二
読
会
で
は
、
二
三
条
の
八
の
一
を
、
二
三
条
の
九
に
繰
り
下
げ
て
新
た
な
条
文
と
し
て
独
立
さ

せ
、
修
正
し
た
。

　

本
条
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
た
な
事
後
審
査
制
は
、
市
民
の
新
た
な
権
利
と
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
制
度
は
人
権
保
障
を
充
実

さ
せ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
憲
法
保
障
を
強
化
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
制
度
運
用
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二　

国
民
議
会
第
二
読
会
で
修
正
さ
れ
た
法
律
案

　

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
国
民
議
会
第
二
読
会
に
お
け
る
主
な
修
正
箇
所
は
、
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
一
条

の
﹁
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八

－

一
〇
六
七
号
第
二
編
第
二
章
の
二
﹂
に
お
け
る
次
の
条
文
で
あ
る）
₅₂
（

。

　
﹁
第
二
三
条
の
八
の
一　

削
除
（
本
条
は
第
二
三
条
の
九
に
移
行
）﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
九　

憲
法
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
提
起
さ
れ
た
訴
訟
手
続
が
何
ら
か
の
理

由
で
消
滅
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該
問
題
の
審
理
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
一
〇　

憲
法
院
は
、
付
託
か
ら
三
个
月
以
内
に
判
決
を
す
る
。
当
事
者
は
、
対
審
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲

法
院
の
内
部
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
法
廷
は
公
開
で
あ
る
。﹂

二
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﹁
第
二
三
条
の
一
一　

①
憲
法
院
の
判
決
は
、
理
由
を
付
す
。
当
該
判
決
は
、
当
事
者
に
送
達
さ
れ
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破

毀
院
、
ま
た
は
場
合
に
よ
っ
て
は
合
憲
性
の
優
先
問
題
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
所
に
も
送
達
さ
れ
る
。

②
憲
法
院
は
同
様
に
、
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
に
、
第
二
三
条
の
八
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
先
述
の
規
定
に
記
載
さ
れ
た
機
関
に
も
、
判
決
を
伝
達
す
る
。

③
憲
法
院
の
判
決
は
、
官
報
で
公
示
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
の
官
報
に
も
公
示
さ
れ
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
条
の
一
二　

憲
法
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
さ
れ
た
と
き
に
、
司
法
扶
助
の
名
で
参
加
す
る
裁
判
補
助
職
の
報
酬
に
対

す
る
交
付
金
は
、
規
則
で
定
め
ら
れ
る
方
式
に
従
っ
て
増
額
さ
れ
る
。﹂

第
四
章　

組
織
法
律
に
関
す
る
憲
法
院
判
決
と
制
定
後
の
事
後
審
査
の
動
向

　

以
上
の
経
緯
を
経
て
、
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
す
る
組
織
法
律
は
、
憲
法
六
一
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
日
に
義
務

的
に
憲
法
院
に
よ
る
審
査
を
受
け
た
。
以
下
で
は
、
同
判
決
で
合
憲
と
さ
れ
た
内
容
に
触
れ
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
の
同
法
律
施
行
後
に

お
け
る
事
後
審
査
制
の
動
向
を
考
察
す
る
。

一　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
日
憲
法
院
判
決

　

二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
四
日
に
国
民
議
会
第
二
読
会
で
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
案
が
採
択
さ
れ
、
翌
二
五
日
、
同

法
律
は
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
、
同
年
一
二
月
三
日
に
憲
法
院
は
判
決
し
た）
₅₃
（

。

　

憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
一
条
に
つ
い
て
、
憲
法
院
は
合
憲
と
し
た
も
の
の
、﹁︹
判
決
理
由
の
︺
第
一
八
段
、
第
二

二
九
三
八
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三
段
、
第
二
八
段
に
述
べ
た
留
保
の
下
で
、
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
す
る
組
織
法
律
は
憲
法
に
反
し
な
い
。﹂
と
判
断
し
た
。
同
条
の
一
九

五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八

－

一
〇
六
七
号
二
三
条
の
三
、
同
二
三
条
の
四
、
同
二
三
条
の
五
お
よ
び
同
二
三
条
の
七
に
つ

い
て
は
、
次
の
理
由
か
ら
解
釈
留
保
つ
き
の
合
憲
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

憲
法
改
正
の
理
由
は
、
一
方
で
、
法
律
の
規
定
が
憲
法
の
保
障
す
る
諸
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
た
場
合
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま

た
は
破
毀
院
に
属
す
る
裁
判
所
系
統
に
委
ね
ら
れ
、
憲
法
院
が
合
憲
性
の
問
題
を
付
託
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
問
題
の
違
憲
性
に

つ
い
て
判
断
を
下
す
権
限
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
裁
判
行
政
を
潤
滑
に
運
営
す
る
に
は
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
一
二
条
、
一
五
条
お
よ
び
一
六
条
の
結
果
に
よ
る
。
合
憲
性
の

優
先
問
題
を
提
起
す
る
権
利
を
認
め
、
こ
の
目
的
を
実
施
す
る
の
は
、
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
要
件
を
定
め
る
権
限
を
持
つ
組
織
法
律
の

制
定
者
で
あ
る
。

　

憲
法
院
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
し
、
問
題
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
条
項
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　
﹁
第
一
八
段　

二
三
条
の
三
の
最
終
項
は
、
憲
法
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
さ
れ
て
遅
滞
な
く
判
断
し
た
場
合
に
も
、
別
の
裁
判

で
最
終
的
な
判
決
が
下
さ
れ
る
余
地
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
仮
定
に
お
い
て
、
当
該
規
定
も
、
判
決
の
既
判
力
も
と
も
に
当
事
者
が

憲
法
院
判
決
を
考
慮
し
て
新
た
な
別
の
訴
訟
を
提
起
す
る
権
能
を
奪
わ
れ
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
留
保
の
下
で
の
み
、
こ
れ
ら
の
規

定
は
合
憲
で
あ
る
。﹂

　
﹁
第
二
三
段　

二
三
条
の
五
の
最
終
項
に
あ
る
最
終
の
第
二
文
で
は
、
憲
法
院
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
さ
れ
て
遅
滞
な
く
判
断
し

た
場
合
に
も
、
別
の
裁
判
で
最
終
的
な
判
決
が
下
さ
れ
る
余
地
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、︹
判
決
理
由
の
︺
第
一
八
段
で
指
摘

し
た
の
と
同
様
の
留
保
の
下
で
の
み
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
合
憲
で
あ
る
。﹂

　
﹁
第
二
八
段　

二
三
条
の
四
お
よ
び
二
三
条
の
七
の
規
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

二
九
三
九
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デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
お
い
て
、
手
続
の
規
定
は
公
平
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
要
請
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要
な
限

り
に
お
い
て
、
組
織
法
律
四
条
の
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
、
裁
判
所
が
合
憲
性
の
優
先
問
題
の
移
送
を
審
査
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定

の
態
様
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
留
保
の
下
で
の
み
、
組
織
法
律
の
諸
規
定
は
合
憲
で
あ
る
。﹂

　

憲
法
院
は
こ
の
よ
う
に
留
保
し
た
上
で
合
憲
と
判
断
し
、
そ
の
結
果
、
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
は
成
立
し
た）
₅₄
（

。
同

法
律
は
、
そ
の
五
条
に
基
づ
き
、
翌
年
三
月
一
日
に
施
行
し
、
よ
う
や
く
事
後
審
査
制
が
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

二　

二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
の
組
織
法
律
施
行
後
に
お
け
る
事
後
審
査
の
動
向

　

二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
に
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
が
施
行
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
待
ち
望
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
、

次
々
と
市
民
に
よ
り
合
憲
性
の
優
先
問
題
が
提
訴
さ
れ
る
。
そ
の
件
数
の
多
さ
か
ら
も
、
憲
法
院
に
よ
る
違
憲
審
査
の
判
断
に
委
ね
る
と
こ

ろ
は
、
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

初
め
て
憲
法
院
に
よ
り
事
後
審
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
二
八
日
に
お
け
る
軍
人
年
金
差
別
に
関
す
る
判
決
で
あ
る）
₅₅
（

。
フ

ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地
出
身
の
退
役
軍
人
は
、
旧
植
民
地
の
独
立
後
に
年
金
額
が
凍
結
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
退
役
軍
人
よ
り
も
年
金
額
が

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
問
題
は
長
く
主
張
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
活
発
化
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に
、
映
画
﹁
デ
イ

ズ
・
オ
ブ
・
グ
ロ
ー
リ
ー
（D

A
YS O

F
 G

L
O

R
Y

：
原
題Indigènes
）﹂
で
旧
植
民
地
軍
の
奮
闘
が
描
か
れ
る
と
、
そ
れ
に
感
銘
し
た
シ
ラ

ク
元
大
統
領
が
こ
の
問
題
の
解
消
に
着
手
し
た
。
し
か
し
、
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
一
部
で
あ
り
、
そ
の
差
は
解
消
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
〇
年
四
月
一
四
日
、
市
民
の
提
訴
に
よ
り
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
い
て
旧
植
民
地
軍
人
に
支
払
わ
れ
る
年
金
の
凍
結

化
（cristallisation

）
に
関
す
る
法
律
の
規
定
が
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
六
条
お
よ
び
一
六
条
な
ど
に
基
づ
い
て
違
憲
で
あ
る
と
訴
え
ら

二
九
四
〇
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れ
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
こ
の
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
憲
法
院
に
移
送
し
た
。

　

憲
法
院
の
判
決
で
は
、
手
続
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
が
着
目
さ
れ
る
。

　
﹁
第
六
段　

⋮
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
二
三
条
の
五
の
適
用
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
が
、

規
定
が
訴
訟
も
し
く
は
手
続
に
適
用
で
き
た
か
否
か
、
ま
た
は
提
訴
の
理
由
を
構
成
し
た
か
否
か
を
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
判
決
を
再
び
問

題
に
す
る
の
は
、
合
憲
性
の
優
先
問
題
を
付
託
さ
れ
た
憲
法
院
の
役
割
で
は
な
い
。﹂

　
﹁
第
七
段　

従
っ
て
、こ
れ
ら
の
規
定
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て
憲
法
院
に
移
送
さ
れ
る
問
題
の
中
に
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

憲
法
院
は
⋮
一
九
五
九
年
一
二
月
二
六
日
法
律
七
一
条
お
よ
び
年
金
の
﹁
凍
結
化
﹂
に
関
す
る
他
の
法
律
の
規
定
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
こ
と
を
求
め
る
申
請
人
の
提
訴
は
却
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
定
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て

憲
法
院
に
移
送
さ
れ
る
問
題
の
中
に
含
ま
れ
る
か
ら
に
は
、
憲
法
院
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
六
日
法
律
一
〇
〇
条
が
憲
法
に
適
合
す
る
か

否
か
に
つ
い
て
判
決
を
下
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
首
相
の
提
訴
も
同
様
で
あ
る
。﹂

　

本
判
決
で
憲
法
院
は
、
あ
く
ま
で
も
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
合
憲
性
の
優
先
問
題
の
移
送
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
移
送
さ
れ

な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
判
断
を
下
さ
な
い
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
違
憲
の
宣
言
の
効
力
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　
﹁
第
一
二
段　

一
九
八
一
年
八
月
三
日
法
律
二
六
条
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
三
〇
日
法
律
六
八
条
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
一
日
法

律
一
〇
〇
条
の
廃
止
に
よ
り
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
三
〇
日
法
律
六
八
条
の
発
効
前
の
諸
規
定
か
ら
生
じ
る
国
籍
を
根
拠
と
す
る
不
平
等
の

状
況
で
の
軍
人
年
金
ま
た
は
退
役
軍
人
年
金
に
つ
い
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
以
外
の
全
て
の
外
国
人
権
利
者
を
新
し
い
地
位
に
置
き
直
す
と

い
う
結
果
に
な
る
。
認
め
ら
れ
た
違
憲
性
を
立
法
者
に
改
善
さ
せ
る
た
め
に
、
先
述
の
規
定
の
廃
止
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
か
ら
効
力

を
発
す
る
。
係
争
中
の
実
際
の
訴
訟
の
解
決
に
当
判
決
の
有
効
性
を
保
護
す
る
た
め
に
、
一
方
で
、
問
題
が
違
憲
と
宣
言
さ
れ
た
諸
規
定
の

二
九
四
一
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適
用
に
か
か
っ
て
い
る
訴
訟
で
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
ま
で
に
判
断
を
下
す
の
を
延
期
す
る
の
は
、
裁
判
機
関
の
役
割
で
あ
る
。
他
方
で
、

当
判
決
日
に
当
該
係
争
中
に
新
た
な
諸
規
定
の
適
用
を
準
備
す
る
の
は
、
立
法
者
の
役
割
で
あ
る
。﹂

　

憲
法
院
は
、
違
憲
と
提
訴
さ
れ
た
法
律
の
問
題
を
最
終
的
に
解
決
す
る
の
は
、
立
法
府
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
改
正
の
期
間
と
し
て
の
猶
予
を
七
个
月
設
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
立
法
府
の
手
に
よ
っ
て
、
旧
植
民
地
の
軍
人
年
金
に
関
す
る
規

定
は
削
除
さ
れ
た）
₅₆
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
初
の
判
決
で
、
憲
法
院
が
こ
れ
か
ら
事
後
審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
立
法
府
と
の
関
係
を
示
し
、
憲
法
院
の
役
割
を
明

示
し
た
点
は
着
目
に
値
す
る
。
あ
た
か
も
今
後
、
憲
法
院
が
裁
判
機
関
と
し
て
の
役
割
を
越
え
な
い
よ
う
宣
言
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

本
判
決
を
皮
切
り
に
、
違
憲
判
決
は
次
々
に
下
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
事
後
審
査
制
が
と
り
わ
け
拒
絶
さ

れ
て
き
た
歴
史
を
考
え
る
と
、
驚
く
べ
き
状
況
で
あ
る
。
本
判
決
以
後
、
社
会
的
に
影
響
の
あ
る
合
憲
性
の
優
先
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
七
月
三
〇
日
の
警
察
留
置
判
決
で
は
、
刑
事
手
続
や
警
察
留
置
の
状
況
か
ら
﹁
事
情
の
変
更
﹂
が
あ
る
と
し

て
、
犯
罪
の
程
度
に
よ
ら
ず
一
律
二
四
時
間
の
留
置
の
延
長
を
認
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
九
条
お
よ
び
一
六
条

に
違
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た）
₅₇
（

。

　

事
後
審
査
制
が
運
用
し
始
め
た
現
在
は
、
長
年
、
立
法
府
に
届
か
な
か
っ
た
少
数
派
の
訴
え
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
憲
法
院

が
自
ら
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
機
能
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

む　

す　

び

　

事
後
的
違
憲
審
査
制
の
導
入
は
、
市
民
に
対
し
て
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
憲
法
院
は
事

二
九
四
二
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後
審
査
に
お
い
て
、
人
権
規
範
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
み
な
ら
ず
、
事
後
審
査
の
手
続
に
つ
い
て
も
判
断
を
下
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
違
憲

審
査
の
対
象
、
移
送
お
よ
び
付
託
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

事
後
審
査
制
の
運
用
は
そ
の
手
続
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
う
る
。
こ
れ
ま
で
事
後
審
査
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
論
議

さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
挫
折
し
た
憲
法
改
革
か
ら
考
え
る
と
、
足
か
け
二
〇
年
に
渡
る
。
そ
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
違
憲
審
査
制
度
を
見
直
す

目
的
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
、
法
治
国
家
の
観
念
で
あ
る
。﹁
法
治
国
家
な
く
し
て
人
民
の
自
由
お
よ
び
国
民
主
権
は
な
い
﹂
と
し
て
、
人
権
宣
言
の
中
で
表

明
し
た
重
要
な
考
え
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
権
利
お
よ
び
自
由
の
保
障
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
に
、
既
存
の
法
律
の
合
憲

性
審
査
を
補
完
し
よ
う
と
し
て
、
事
後
審
査
制
の
導
入
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

事
前
審
査
制
の
下
で
は
、
法
律
が
審
署
さ
れ
る
と
、
そ
の
合
憲
性
は
も
は
や
憲
法
院
に
お
い
て
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
は
度
々
、
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
憲
法
院
に
よ
り
審
査
さ
れ
な
か
っ
た
法
律
の
す
べ
て
の
規
定
は
、
た
と
え
憲
法
適
合
性
に
疑
い
が
認
め
ら
れ
て
も
、
す
べ

て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
欠
陥
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
国
に
お
い
て
、
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
、
今
後
、

す
べ
て
の
訴
訟
当
事
者
が
自
ら
の
基
本
的
諸
権
利
の
法
的
保
護
に
つ
い
て
直
接
関
わ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
基
本
的
諸
権
利
お
よ

び
そ
の
保
障
に
関
し
て
、
事
後
審
査
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
充
足
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
手
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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組

織
法
律
の
邦
訳
お
よ
び
条
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、次
の
文
献
を
参
照
。
辻
村
み
よ
子
﹃
フ
ラ
ン
ス
憲
法
と
現
代
立
憲
主
義
の
挑
戦
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有
信
堂
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村
み
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・

糠
塚
康
江
﹃
フ
ラ
ン
ス
憲
法
入
門
﹄（
三
省
堂
、
二
〇
一
二
年
）、
今
関
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﹁
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へ
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事
後
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憲
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